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学校自己評価アンケート

１
学
期
末
に
行
わ
れ
た
「
学
校
自
己
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
集
計
し
た
結
果
を
、
今
後
の
教
育

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
下
、

考
察
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

授
業
の
振
り
返
り
を
大
切
に

質
問
２
で
は
、「
よ
く
あ
て
は
ま
る
」
、「
あ
て
は

ま
る
」
と
答
え
た
方
の
合
計
が

％
に
留
ま
っ
て

50

い
ま
す
。
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
よ
く
あ
て

は
ま
る
」、「
あ
て
は
ま
る
」
が

％
を
越
え
る
結

80

果
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
生
徒
の
自
己
評
価
と
定

期
テ
ス
ト
等
の
結
果
か
ら
見
る
保
護
者
の
方
の
評

価
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
徒
が
「
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
が
理
解
で
き

て
い
る
か
」
、「
今
日
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は

何
だ
っ
た
の
か
」
、「
自
分
が
分
か
ら
な
い
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
」
な
ど
を
振
り
返
り
、

生
徒
も
教
師
も
次
回
の
授
業
に
生
か
せ
る
よ

う
、
授
業
の
終
わ
り
の
「
振
り
返
り
の
時
間
」

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
学
習

に
つ
い
て
は
、
各
教
科
と
も
、「
家
庭
で
や
る

べ
き
こ
と
」
、「
授
業
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
」

を
吟
味
し
、
家
庭
学
習
、
授
業
と
も
に
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ
く
り

質
問
１
で
は
、
多
く
の
方
に
肯
定
的
な
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
質
問

か
ら
も
分

15

か
る
よ
う
に
、
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
友
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
10

月
に
は
生
徒
相
談
月
間
を
設
け
ま
す
が
、
担
任
、
副
担

任
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
教
師
が
日
ご
ろ
か
ら
生
徒

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
理
解
の
一
端
と
し
て
取
り
入
れ
て
い

る

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
集
団
適

QU
応
の
指
導
を
個
別
に
続
け
て
い
き
ま
す
。
質
問

に
17

つ
い
て
は
、
全
て
の
保
護
者
の
方
か
ら
肯
定
的
な
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
職
員
研
修
を

重
ね
、
全
職
員
で
体
罰
、
暴
言
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
等
、

人
権
意
識
を
高
め
、
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

校
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
の
た
め
、

２
学
期
以
降
も
様
々
な
学
校
行
事
に
制
限
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全

て
の
生
徒
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
一
年
が
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
全
て
の
職
員
で
知

恵
を
絞
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
生
徒
の
学
び
の

姿
を
学
校
だ
よ
り
等
を
通
し
て
、
ご
家
庭
に
お
伝
え

て
し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
飯
綱
中
学
校
の
教
育

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和２年度１学期 「学校自己評価アンケート」保護者用結果より

1 2 3 4 5

1 お子さんは，安心して登校している。 53% 36% 7% 4% 0%

2
お子さんは，学校で学習したことはおおよそ分

かっている。
14% 36% 34% 13% 3%

3
家庭学習を１週間ごと提示し，学習計画を立てて

取り組むようにしていることはよい。
26% 42% 27% 4% 2%

4 家庭学習の内容は，質，量ともに適切である。 13% 38% 42% 6% 1%

5
生徒は，地域や校内で気持ちのよい挨拶ができ

ている。
27% 40% 28% 4% 1%

6
生徒は，服装，持ち物，行動など，学校生活全

般において，きまりを守って行動している。
44% 45% 10% 1% 1%

7
自立した生活を送るために，健康づくり週間で「生活

づくりカード」による振り返りをすることはよい。
31% 46% 18% 4% 1%

8
学校は，生徒が豊かな人間関係を築けるよう，教

育活動を工夫している。
28% 54% 16% 2% 0%

9
学校は，地域に関心を持ち，地域との関わりを大

切にしながら教育活動を行っている。
28% 57% 14% 1% 0%

10
学校は，生徒一人一人に寄り添いながら，生徒

の成長のために十分な支援をしている。
27% 51% 19% 4% 0%

11
学級に担任と副担任の複数の職員がいることはよ

い。
58% 38% 4% 1% 0%

12
学校の職員は，挨拶や会釈をし，気持ちのよい

声がけを心がけている。
49% 42% 8% 1% 1%

13
学校，学年，学級からの通知や便りを通して，学

校の様子が分かりやすく伝わってくる。
39% 48% 12% 1% 0%

14
学校は，生徒が安心して過ごせるように，新型コロナ

ウイルス感染症について，十分な対策を講じている。
38% 50% 11% 1% 0%

15
今年度になって，お子さんはいじめや差別を受け

ている。
98% 2% 0% 0% 0%

16
今年度になって，お子さんはいじめや差別をして

いる。
100% 0% 0% 0% 0%

17 今年度になって，お子さんは体罰を受けた。 100% 0% 0% 0% 0%

全校
質問

小林新聞店様から、新聞台を寄贈い

ただきました。（９月２４日）

生徒がより多く、新聞に触れる機会と

させていただきます。


